
 

 

 

 

 

 

あいさつのレベルを上げるために 

 

校長 秋本 泰宏 

 

残暑お見舞い申し上げます。さて、7月 31日（金）に行った終業式では、生徒に次の

ような話をしました。 

これからの社会は、人と人が複雑に関係し合って創られる社会です。そんな社会を生

きる皆さんには、多くの人と良い人間関係づくりができる人になってほしいです。 

良い人間関係づくりの第一歩は、「あいさつ」だと考えています。「あいさつ」につい

ては、一学期は、「あいさつアンケート」を実施したり、「あいさつの心得」を掲示した

りするなど生徒会を中心にあいさつの活性化に取り組んでおり、素敵だなと感じまし

た。また、下校時に校長室のドアから「さようなら」とあいさつをしてくれる皆さんの

声を聞くと、一日の終わりがとても幸せな気分になりました。 

錦中では、あいさつをすることは「当たり前」になってきました。この「当たり前」

のレベルをもっと上げて、錦中学校が日本一あいさつをする学校になってもらいたいと

期待しています。そこで、私が、今学期一番心に響いたあいさつを紹介します。 

春のある日、以前から気になっていたグラウンドの草刈りをしました。草刈りをはじ

めて１時間程度たった頃でしょうか。近くを地域の方が通って行かれました。通りなが

ら私と目が合うと、その方は私にあいさつをしてくれました。でも、その言葉は「こん

にちは」ではありませんでした。なんとその方は、笑顔で「ありがとうございます」と

言われたのです。私が草を刈ったのは、錦中学校のグラウンドです。その方が通る場所

でもなく、当然使う場所でもありません。その一言を言ってその方は、そのまま通り過

ぎて行かれました。私には「ありがとうございます」の後に、「生徒のために･･･」とい

うその方の思いが届きました。心のこもった素敵なあいさつだと感心しました。 

私は常々、「ありがとう」をたくさん言える人は心が豊かな人だと思っています。例え

ば、校舎に飾られている花を見て「きれいだな」と気づく人は多いと思います。しかし、

誰かが枯れないように水を替えたり、形を整えたりするからいつまでもきれいなのだな

と気づく人は、「きれいだな」だけでなく「ありがとう」という感謝の言葉が出るはずで

す。つまり、物事の背後にあることにたくさん気づく人は「ありがとう」とたくさん言

えるのです。 

もう一つ、「ありがとう」と最近言われたでしょうか、「ありがとう」と相手から言わ

れるためにはどうすればよいのでしょうか。人からたくさん「ありがとう」と言われる

生活をしたいものです。夏休みには、保護者や地域の方から「ありがとう」と言われる

生活を心がけ、保護者や地域の方に「ありがとう」の感謝の気持ちをもって生活をして

ください。そして、心を豊かにし、今よりももっと人を大切にできる皆さんと２学期に

会えることを楽しみにして終業式の式辞とします。 

地域の皆様、保護者の皆様、一学期は大変お世話になりました。暦の上では秋になりま

したが、まだまだ暑い日が続きます。どうかご自愛ください。 

令和２年（2020年） ８月 11日（火） 

 

岩国市立錦中学校だより 第９号 

号    

０⑩１０⑩号 

https://www.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp/site/nishiki-j/ 



キャリア教育講演会 

7月 30日（木）６校時に３年生を対象にして学校運営

協議会会長さんをお迎えして「キャリア教育講演会」を実

施しました。講演会は、会長さんが勤務される社会福祉協

議会の仕事の説明に始まり、なぜこの仕事に就いたのか、

この仕事を通してどのような地域社会を実現したいのか

を語っていただきました。 

＜生徒の感想＞ 

・ 自分のつきたい職業への道は、何通りもあるということがわかった。これから

先、途中で目標が変わった時に「これまで習ったことは意味がない」ととらえる

のではなく、「目標が変わったけれど、これまでのことをどこで生かそう」と考え

るようにしたい。 

・ 私は行きたい高校は決めているけれど、その先何をしたいのかまだわからない。

将来の方向性はわずかな確率でも変わっていく場合があると聞いたので、これか

らゆっくり自分に合った生き方を見つけたいと思う。 

・ 会長さんの話の中で「ちょっとした思いやり」と「ポジティブに生きる」とい

う言葉が印象に残った。私は思いやりなら少しあると思うが、ポジティブに考え

ることができていないので、ネガティブに考えそうになったら「そんなことはな

い、大丈夫」と自分に言い聞かせるようにしたい。 

岩国地区中学校夏季大会 

コロナウイルスの感染拡大防止のため、開催が危ぶまれ

ていました上記の大会が開催され、本校の生徒もバスケッ

トボール部と、剣道部が出場しました。 

バスケットボール部は、7 月 2３日（木）、2４日（金）

に岩国市総合体育館で開催されました。1 回戦灘中と対戦

し快勝し、準決勝へ駒を進めました。準決勝で、残念なが

ら岩国中に惜敗し、県体への出場権は獲得できませんでし

たが、3位入賞となり、有終の美を飾ることができました。 

剣道部は、8月 1日（土）に岩国市総合体育館 武道場

で開催されました。1 回戦通津中と対戦し準決勝へ駒を進

めました。準決勝で麻里布中に破れ、県体への出場権は獲

得できませんでした。剣道部は 1，2 年生のチームです。

秋の新人戦が楽しみです。 
 

スポーツマッチ開催！ 

７月３１日（金）に、健康安全委員会の企画・運

営により、体育館で第 1 回スポーツマッチ（男女

混合の 4 チームが総当たりでドッヂボール）を実

施しました。 

大会を円滑に、かつ安全に運営するために、健康

安全委員会は感染症や熱中症など様々な課題を予

防するための対応まで考え、当日に臨みました。お

かげで一人のけがや事故もなくみんなで楽しんで

スポーツマッチを行うことができました。ちなみに優勝した４班は、先生方で編制したチ

ームとドリームマッチを行いました。 

 
キャリア教育講演会のようす 

 
３年生最後の大会を終えて 

 
優勝した４班のメンバー 


